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代
表
権
返
上
緊
急
記
者
会
見

Ｊ
Ｒ
東
海
の
名
誉
会
長
、
葛
西
敬
之

氏
（
77
）
が
代
表
権
を
返
上
し
た
。
安
倍

政
権
に
最
も
近
い
財
界
人
と
い
わ
れ
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
た
め
巨
額
な
公
的
融

資
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
豪
腕
ぶ
り
に
今
後
も

政
財
界
に
強
い
影
響
力
を
残
す
と
み
ら
れ

る
。名

古
屋
駅
の
上
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ

ル
タ
ワ
ー
の
Ｊ
Ｒ
東
海
本
社
で
２
０
１
８

年
１
月
11
日
に
あ
っ
た
緊
急
記
者
会
見
。

「
次
期
社
長
人
事
か
」。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
リ

ニ
ア
新
幹
線
関
連
工
事
を
め
ぐ
り
東
京
地

検
特
捜
部
が
２
０
１
６
年
12
月
８
日
に

偽
計
業
務
妨
害
容
疑
で
大
林
組
本
社
な

ど
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
強
制
捜
査
し
て
い
た

だ
け
に
、
談
合
疑
惑
に
絡
む
首
脳
人
事
と

報
道
陣
は
色
め
き
立
っ
た
。

会
見
に
臨
ん
だ
柘
植
康
英
社
長
（
64
）

は
代
表
権
を
持
っ
た
ま
ま
会
長
に
な
り
、

後
任
社
長
に
金
子
慎
副
社
長
が
昇
任
す

る
こ
と
を
発
表
す
る
一
方
、
葛
西
氏
が
代

表
権
の
な
い
相
談
役
に
な
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
質
問
は
談
合
疑
惑
と
の
関
係

に
集
中
し
た
が
、
柘
植
社
長
は
「
関
係
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い
ら
だ
ち
を
隠
さ
な

か
っ
た
。
談
合
疑
惑
で
は
、
葛
西
氏
の
代

表
権
返
上
と
の
関
連
も
想
像
さ
れ
た
が
、

会
見
場
に
葛
西
名
誉
会
長
の
姿
は
な
く
、

柘
植
社
長
は
本
人
の
意
見
を
聞
い
て
「
私

が
最
終
的
に
決
め
た
」
と
明
か
し
た
。

今
回
の
人
事
に
談
合
疑
惑
と
絡
め
て

大
き
な
関
心
が
集
ま
っ
た
の
は
、
翻
れ
ば

葛
西
氏
の
存
在
の
大
き
さ
を
示
唆
し
て
い

る
。葛

西
氏
は
安
倍
総
理
に
最
も
多
く
会
っ

て
い
る
財
界
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
リ
ニ

ア
新
幹
線
で
は
、
２
０
１
６
年
11
月
に
リ

ニ
ア
新
幹
線
の
工
費
６
兆
円
の
半
額
３
兆

円
を
鉄
道
建
設
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
が
融
資
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
永

田
町
で
は
、
安
倍
政
権
と
の
近
さ
が
は
や

し
た
て
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
談
合
疑
惑

で
、
公
的
融
資
の
決
定
と
い
う
便
宜
供
与

の
見
返
り
に
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
談
合
に
よ
っ

て
捻
出
さ
れ
る
不
正
な
資
金
が
政
権
筋

に
流
れ
た
と
い
う
構
図
が
想
起
さ
れ
た
よ

う
だ
。

こ
う
し
た
う
が
っ
た
見
方
が
出
る
こ
と

で
も
わ
か
る
よ
う
に
葛
西
氏
は
一
財
界
人

に
は
と
ど
ま
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
ほ
か
、
名
古
屋
駅
再
開
発
、

新
幹
線
品
川
駅
新
設
、
海
外
へ
の
新
幹
線

の
売
り
込
み
な
ど
Ｊ
Ｒ
東
海
の
経
営
を
積

極
化
。
会
社
全
体
を
利
益
の
最
大
化
に

方
向
転
換
さ
せ
た
功
労
者
だ
っ
た
。ま
た
、

国
鉄
民
営
化
を
現
場
で
主
導
し
た
「
改
革

３
人
組
」の
一
人
で
も
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
井
出
正
敬
氏
（
82
）
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

松
田
昌
士
氏
（
82
）
の
改
革
仲
間
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
の
会
長
を
経
て
取
締
役
を

退
任
し
て
も
、
葛
西
氏
だ
け
が
代
表
権
を

持
ち
経
営
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
談
合
疑
惑
に
背
中
を
押
さ

れ
、
そ
の
後
の
捜
査
の
進
展
を
前
提
に
代

表
権
を
返
上
し
た
と
い
う
観
測
が
浮
上
し

た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
期
社
長
の
金

子
副
社
長
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
を
統

括
し
て
い
た
の
に
昇
格
し
た
こ
と
で
、こ
の

見
方
は
払
拭
で
き
そ
う
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
海
関

係
者
に
よ
る
と
、
葛
西
氏
の
代
表
権
返
上

は
、
旧
国
鉄
か
ら
民
営
化
後
の
Ｊ
Ｒ
東
海

の
基
盤
を
固
め
た
と
い
う
自
負
の
も
と
に

本
人
も
納
得
し
た
と
い
う
。

葛
西
氏
は
東
大
法
学
部
を
卒
業
し
旧

国
鉄
に
入
社
。
労
務
系
を
中
心
に
職
員

局
次
長
か
ら
１
９
８
８
年
に
Ｊ
Ｒ
東
海

常
務
取
締
役
総
合
企
画
本
部
長
に
転
じ

た
。
旧
国
鉄
は
、
政
治
家
の
票
集
め
の
た

め
不
採
算
路
線
の
新
設
を
続
け
た
こ
と

が
凋
落
の
要
因
と
な
っ
た
が
、
国
労
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
で
強
力
な
労
組
に
よ
る

賃
上
げ
、
待
遇
改
善
、ス
ト
ラ
イ
キ
も
一
因

V

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

八
雲
豊
彦

Ｊ
Ｒ
東
海
の
葛
西
氏
、代
表
権
返
上

財
界
ご
意
見
番
、今
後
は
…
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だ
っ
た
。
職
員
局
は
労
使
問
題
や
社
員
の

処
遇
を
扱
う
部
署
で
、
葛
西
氏
は
労
務
対

策
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
民
営
化
前
後

に
複
雑
な
組
合
間
の
力
関
係
を
か
い
く
ぐ

り
、
労
使
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。
労
務

倒
産
寸
前
の
憂
う
べ
き
状
況
に
強
い
憤
り

を
も
っ
て
、
井
出
氏
や
松
田
氏
と
と
も
に

歯
に
衣
着
せ
ぬ
言
動
で
強
烈
な
改
革
路
線

を
訴
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

当
時
、
旧
国
鉄
で
民
営
化
を
取
り
仕

切
っ
て
い
た
の
は
経
営
計
画
室
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
最
大
の
収
益
源
で
あ
る
首
都
圏
の

国
鉄
路
線
を
引
き
継
が
せ
経
営
資
源
を

集
中
し
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
の
本
社
機
能
を
持

た
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
民
営

化
で
、
経
営
計
画
室
審
議
役
の
松
田
、
井

手
両
氏
が
東
日
本
と
、
規
模
的
に
続
く
西

日
本
に
わ
か
れ
、
最
も
リ
ス
ク
を
抱
え
た

労
務
対
策
に
奔
走
し
た
葛
西
氏
は
、
兵
庫

県
生
ま
れ
で
都
立
西
高
卒
の
東
京
育
ち
で

も
あ
る
の
に
Ｊ
Ｒ
東
海
に
な
っ
た
。

発
足
当
初
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
ド
ル
箱
の

東
海
道
新
幹
線
を
営
業
し
、
経
営
的
に
は

他
の
Ｊ
Ｒ
に
比
べ
優
位
と
思
わ
れ
た
。
し

か
し
、
経
営
計
画
室
は
民
営
化
に
あ
た
り

全
国
の
新
幹
線
設
備
を
新
幹
線
保
有
機

構
に
持
た
せ
て
営
業
利
益
を
Ｊ
Ｒ
各
社
に

再
分
配
す
る
方
式
を
取
り
入
れ
た
。
Ｊ
Ｒ

東
海
が
ド
ル
箱
を
独
占
す
る
の
で
は
な
く

東
北
新
幹
線
な
ど
を
走
ら
せ
る
Ｊ
Ｒ
東

日
本
を
東
海
道
新
幹
線
で
支
援
す
る
構

造
で
も
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
東
海
道
新
幹
線
を
持

つ
の
に
営
業
重
視
は
取
締
役
総
合
企
画

本
部
長
と
し
て
入
社
し
た
葛
西
氏
の
課
題

だ
っ
た
。
仕
え
た
の
は
初
代
社
長
の
須
田

寛
氏
。
洋
画
家
の
須
田
国
太
郎
の
長
男
で

旧
国
鉄
常
務
理
事
と
し
て
民
営
化
し
て

も
分
割
に
は
反
対
姿
勢
だ
っ
た
。
分
割
派

と
は
一
線
を
画
し
た
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
、
葛

西
氏
は
代
表
権
を
持
っ
た
副
社
長
と
な
っ

た
翌
年
の
１
９
９
１
年
、
新
幹
線
鉄
道
保

有
機
構
か
ら
の
東
海
道
新
幹
線
の
買
取

を
実
現
さ
せ
る
な
ど
積
極
的
な
営
業
施

策
を
展
開
。
そ
の
翌
年
は
東
海
道
新
幹
線

の
「
の
ぞ
み
」
の
運
行
開
始
で
営
業
重
視

か
ら
「
名
古
屋
飛
ば
し
」
も
発
案
し
て
旧

国
鉄
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
大
胆
な
計
画
を

打
ち
出
し
た
。「
名
古
屋
飛
ば
し
」の
際
に

は
、
須
田
氏
が
東
海
財
界
と
の
粘
り
強
い

対
話
で
関
係
を
修
復
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海

関
係
者
は
「
須
田
氏
は
葛
西
氏
の
積
極
策

に
い
わ
れ
る
が
ま
ま
だ
っ
た
」
と
い
う
。

須
田
氏
の
後
を
受
け
１
９
９
５
年
に
社

長
と
な
っ
た
葛
西
氏
は
満
を
持
し
た
か
の

よ
う
に
１
９
９
７
年
に
山
梨
リ
ニ
ア
実
験

線
を
独
自
資
金
で
完
成
さ
せ
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
を
具
体
化
。
会
長
を
経
て
２
０
１
４

年
４
月
に
名
誉
会
長
と
し
て
代
表
権
を

保
持
し
な
が
ら
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
金
策

の
先
頭
に
立
ち
、
水
面
下
で
安
倍
政
権
と

交
渉
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
２
０
１
６
年
11
月
に

６
兆
円
近
く
と
試
算
さ
れ
る
建
設
費
の

半
分
以
上
と
な
る
３
兆
円
を
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
、約
３
兆
円

の
借
り
入
れ
を
申
請
し
た
。
機
構
は
政
府

機
関
で
事
実
上
の
政
府
に
よ
る
財
政
投

融
資
で
、
安
倍
政
権
に
近
い
葛
西
氏
の
力

業
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

葛
西
色
で
リ
ニ
ア
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
海
で
葛
西
氏
の
後
、
社
長
を
引

き
継
い
だ
の
は
、
松
本
正
之
氏
、
山
田
佳

臣
氏
と
旧
国
鉄
で
職
員
局
を
中
心
に
キ
ャ

リ
ア
を
磨
い
た
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
。
過
激

派
も
潜
入
し
た
厳
し
い
労
務
対
策
に
苦
労

し
た
仲
間
内
で
後
継
が
リ
ニ
ア
を
は
じ
め

と
し
た
葛
西
氏
の
大
胆
な
施
策
を
忠
実
に

具
現
化
さ
せ
て
き
た
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

ほ
か
、
従
来
の
新
幹
線
の
海
外
展
開
も
政

治
と
絡
む
事
業
で
、
引
き
続
き
葛
西
氏
が

主
導
す
る
と
み
ら
れ
る
。
柘
植
社
長
と
次

期
社
長
の
金
子
副
社
長
は
入
社
以
来
、ほ

と
ん
ど
の
部
署
を
引
き
継
い
で
き
た
総
務

畑
中
心
の
エ
リ
ー
ト
で
、こ
の
コ
ン
ビ
が
自

ら
の
路
線
を
踏
襲
す
る
と
み
て
代
表
権
を

返
上
し
た
と
み
ら
れ
る
。
政
治
に
翻
弄
さ

れ
た
旧
国
鉄
で
鍛
え
ら
れ
た
葛
西
氏
。
代

表
権
を
返
し
た
か
ら
と
い
っ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に

「
葛
西
色
」
が
褪
せ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

今
度
は
政
治
を
利
用
し
な
が
ら
、
リ
ニ
ア

や
新
幹
線
輸
出
な
ど
国
策
に
関
連
す
る

事
業
に
腰
を
据
え
て
再
び
腕
力
を
発
揮
し

そ
う
だ
。




